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タイプフェイスデザイン

タイプフェイスという言葉は、もともと金属活字の字面
（じづら）を意味しましたが、次第に、活字の字面の一
式がある様式で統一されデザインされていることを指す
ようになりました。今では活字に代わりデジタルフォン
トとしてコンピュータに搭載され利用されています。日
本語では「書体」といいます。
タイプフェイスは、印刷術の発明以来、様々なデザイン
が作られてきました。和文では明朝体、ゴシック体、楷
書体など、また欧文ではローマン体、サンセリフ体など
それぞれ 10 種類前後のおおまかな分類ができます。各
時代に作られた、優れたタイプフェイスは、数百年の年
月に耐え、今でもデジタルフォントに姿を変えて利用さ
れているデザインも少なくありません。
タイプフェイスデザインは、活字の時代には、同じ書体
でも文字の大きさごとに、職人が一字一字を金属や木
片に直接刻んで揃えました。それを元の字（種字）とし
て母型を作り鉛で鋳造して活字としました。その後、紙
に大きく書かれた原字を機械的になぞり、その動きを小
さな活字の大きさに縮小して母型を刻むなどの改良があ
り、次の写真植字の時代でも文字のデザインは一字一字
を紙に筆と烏口を使って描かれてきました。文字を作っ
ていく作業は、それぞれの文字を形態として統一感を持
たせるだけでなくすべての文字が同じ大きさや太さに見
えるように作る必要があり、見た目の微妙な調整が必要
な作業です。かつてそれは種字を刻む職人の美意識や技
術に委ねられていました。今ではタイプフェイスデザイ
ナーという専門家の仕事となり、コンピュータのモニタ
上の作業になりましたが、そこに求められるものは変わ
らず、時代への感性と普遍的な造形への美意識です。ま
た、それぞれのタイプフェイスは、作られた時の時代背
景や使用目的などに深く結びついているので、その使用
に際しては、そのタイプフェイスにふさわしい使い方が
求められます。

タイプフェイスデザイン

概要
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欧文書体の一例　上から、モダン・ローマン体、オールド・ロー

マン体、サンセリフ体、スクリプト体

和文書体の一例　上から、明朝体、ゴシック体、楷書体、行書体


